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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　 (1) 　本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告１９９２年版Ｇ．７１２に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1　オプション選択項目

な　し

2.2　ナショナルマター項目

な　し

2.3　その他

　 (1) 　本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。

　　 (a) 　入出力ポートでの相対レベルの絶対値

　上記 (a)につき削除した理由は、入出力ポートでの相対レベルは各網内に於て種々のレベルが

使用されることによる。

　　 (b) 　公称インピーダンスは、国内で標準的に用いられる「６００Ω平衡」に限定した。

　　 (c) 　帯域外入力および出力信号の抑圧における総合特性は、国内の網間接続においてＦＤＭ通話路

変換装置との接続は無いことと、現実的には本標準の他の規定により本項目の必要性が無くなる

ことにより削除した。

　　 (d) 　２線アナログポートにおけるエコーと安定性は暫定規格であり、記述を大幅に省略して「今後

の検討課題」とした。
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2.4　原勧告との章立て構成比較表

　上記国際勧告との章立て構成の相違を下表に示す。

ＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告 備　　考

１ 章　本標準の規定範囲 ０，１章

２ 章　公称基準周波数 １章

３ 章　相対レベルの調整 ３章

４ 章　短期長期レベル変動 ４章

５ 章　入出力インピーダンス ５章

６ 章　平衡度 ６章

７ 章　伝送損失周波数特性 ７章

８ 章　群遅延時間 ８章

９ 章　無通話時雑音 ９章

10 章　帯域外入力信号の抑圧 10 章

11 章　帯域外出力信号の抑圧 11 章

12 章　帯域内スプリアス信号 11 章

13 章　信号対総合雑音比 12 章

14 章　伝送損失レベル特性 13 章

15 章　漏話測定 14 章

16 章　シグナリングからの妨害 15 章

17 章　２線アナログポートにおける

エコーと安定性

16 章

３．改版の履歴

版　数 発　　行　　日 改　　版　　内　　容

第１版 昭和６２年　４月２８日 制　定

第２版 平成　元年　４月２８日 １９８８年版ＩＴＵ－Ｔ勧告改定に伴う

改版

　 (1) 　公称基準周波数を 1000Hz から

1020Hz に変更

　 (2) 　シグナリングからの妨害規定に

ついて測定方法の明確化

　 (3) 　用語の修正

短期長期の安定性を短期長期の

レベル変動と修正

第３版 １９９４年　４月２７日 １９９２年版ＩＴＵ－Ｔ勧告改訂に伴う

全面改版
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４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．その他 

本標準は以下に示す廃止の旧標準を統合したものである。 

  (a)  ＪＴ－Ｇ７１２第２版 

 音声周波数帯域信号４線インタフェースＰＣＭ符号化方式の特性規定 

  (b)  ＪＴ－Ｇ７１３第２版 

 音声周波数帯域信号２線インタフェースＰＣＭ符号化方式の特性規定 

  (c)  ＪＴ－Ｇ７１４第２版 

 音声周波数帯域信号４線インタフェースＰＣＭ符号化方式の送受分離特性規定 

  (d)  ＪＴ－Ｇ７１５第１版 

 音声周波数帯域信号２線インタフェースＰＣＭ符号化方式の送受分離特性規定 

 

これにより、以下の標準を廃止とする。 

  (a)  ＪＴ－Ｇ７１３第２版 

 音声周波数帯域信号２線インタフェースＰＣＭ符号化方式の特性規定 

  (b)  ＪＴ－Ｇ７１４第２版 

 音声周波数帯域信号４線インタフェースＰＣＭ符号化方式の送受分離特性規定 

  (c)  ＪＴ－Ｇ７１５第１版 

 音声周波数帯域信号２線インタフェースＰＣＭ符号化方式の送受分離特性規定 
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１．本標準の規定範囲

1.1　概要

　本標準は、ＪＴ－Ｇ７１１の符号化則に基づく音声周波数帯域信号の入出力ポートどうし、または音声

周波数帯域信号の入出力ポートとＰＣＭチャネルのディジタル信号の入出力ポートの間の特性に関するも

のである。

1.2　測定系

　特に指定する場合を除き、本規定の測定には図１－１／ＪＴ－Ｇ７１２に示す測定系を用いる。

　尚、図中のＥ４は４線のアナログ音声周波数帯域信号の入出力ポートを示し、Ｅ２は２線のアナログ音

声周波数帯域信号の入出力ポートを示し、Ｔは１．４項で示す標準ディジタル信号発生器と標準ディジタ

ル信号解析器を接続するディジタルテスト信号入出力ポートを示す。

　ディジタルクロスコネクトシステムは、ＰＣＭ多重変換装置１と２を６４kb/s のＰＣＭチャネル信号を

多重したディジタル信号で構成されるディジタル信号ポートＡまたはＢで接続し、ＡとＢおよびＴとの間

を６４kb/s のディジタル信号パスで接続するものである。

図１－１／ＪＴ－Ｇ７１２＊　測定系(ITU-T G.712)
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1.3　接続ポイント

　本標準での接続ポイントを以下に示す。

表１－１／ＪＴ－Ｇ７１２＊　接続ポイント

(ITU-T G.712)

本標準での接続ポイント ポート

４線アナログ－４線アナログ Ｅ４１－Ｅ４２

２線アナログ－２線アナログ Ｅ２１－Ｅ２２

４線アナログ－ディジタル Ｅ４－ＡまたはＢ＊

２線アナログ－ディジタル Ｅ２－ＡまたはＢ＊

1.4　標準ディジタル信号発生器／信号解析器

　以下に示す規定は、下記の標準ディジタル信号発生器および標準ディジタル信号解析器を想定して定義

されている。

　 (1) 　標準ディジタル信号発生器

理想ローパスフィルタ＋理想Ａ／Ｄ変換器

またはディジタルプロセッサによるディジタル信号発生器

　 (2) 　標準ディジタル信号解析器

理想Ｄ／Ａ変換器＋理想ローパスフィルタ

またはディジタルプロセッサによるディジタル信号解析器

２．公称基準周波数

　測定時の基準周波数は、公称１０２０Hz を標準とする。

　尚、実際に使用する周波数は、１０１３Hz～１０２２Hz の範囲から選択することとするが、特に指定

しない限り１０２０Hz を統一的に用いるのが望ましい。

３．相対レベルの調整

　 (1) 　符号化則における相対レベルの調整偏差は、絶対値に対しそれぞれ±０．３ｄＢ以内（Ｅ４in）、

±０．４ｄＢ以内（Ｅ２in）とする。

　 (2) 　復号化則における相対レベルの調整偏差は、絶対値に対しそれぞれ±０．３ｄＢ以内（Ｅ４out)、

±０．４ｄＢ以内（Ｅ２out)とする。

４．短期長期レベル変動

　チャネルの入力ポートに公称１０２０Hz、－１０dBm0 の正弦波信号を加えた時、出力ポートのレベル

変動は、１０分間および１年間で表４ー１／ＪＴ－Ｇ７１２の値を満足すること。
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表４－１／ＪＴ－Ｇ７１２　短期長期レベル変動

（ITU-T G.712)

測　定　構　成 最大許容レベル変動値 注

１０分間 １年間

４線アナログポート→４線アナログポート

（Ｅ４１in →Ｅ４２out/ Ｅ４２in →Ｅ４１out)

±0.2dB 以下 ±0.5dB 以下

２線アナログポート→２線アナログポート

（Ｅ２１in →Ｅ２２out/ Ｅ２２in →Ｅ２１out)

±0.2dB 以下 ±0.6dB 以下

４線アナログポート→ディジタルテストポイント

（Ｅ４in→Ｔout)

±0.1dB 以下 ±0.3dB 以下

ディジタルテストポイント→４線アナログポート

（Ｔin→Ｅ４out)

±0.1dB 以下 ±0.3dB 以下 １

２線アナログポート→ディジタルテストポイント

（Ｅ２in→Ｔout)

±0.1dB 以下 ±0.3dB 以下

ディジタルテストポイント→２線アナログポート

（Ｔin→Ｅ２out)

±0.1dB 以下 ±0.3dB 以下 １

（注１）複号器の入力にディジタル的にシミュレートされた公称１０２０Hz、－１０dBm0 の正弦波信号

を加えた時。ただし、ＪＴ－Ｇ７１１に規定する１０００Hz、０dBm0 の正弦波信号の符号語が

使用される場合もある。

５．入出力インピーダンス

5.1　公称インピーダンス

　音声周波数信号の入力ポートと出力ポートの公称インピーダンスは、６００Ω平衡とする。

5.2　不整合減衰量

　不整合減衰量は、３００Hz～３４００Hz の周波数範囲で公称インピーダンスに対して表５－１／ＪＴ

－Ｇ７１２に示す規格を満足すること。

表５－１／ＪＴ－Ｇ７１２　Ｅ４ポート、Ｅ２ポートにおける不整合減衰量

（ITU-T G.712)

周波数範囲
アナログポート

３００～６００Hz 　６００～３４００Hz

４線（Ｅ４） ＞　２０ｄＢ ＞　２０ｄＢ

２線（Ｅ２） ＞　１２ｄＢ ＞　１５ｄＢ
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６．平衡度

6.1　対地不平衡減衰量

　各種アナログ入出力ポートの対地不平衡減衰量は、表６－１／ＪＴ－Ｇ７１２に示す規格を満足するこ

と。

表６－１／ＪＴ－Ｇ７１２　Ｅ４ポート、Ｅ２ポートにおける対地不平衡減衰量

（ITU-T G.712)

対地不平衡減衰量

測定ポート Ｚ ３００～

６００Hz

６００～

２４００Hz

２４００～

３４００Hz

４線（Ｅ４ｉｎ） ６００Ω ＞４６ｄＢ ＞４６ｄＢ ＞４１ｄＢ

４線（Ｅ４ｏｕｔ） ６００Ω ＞４６ｄＢ ＞４６ｄＢ ＞４１ｄＢ

２線（Ｅ２） ６００Ω ＞４０ｄＢ ＞４６ｄＢ ＞４１ｄＢ

（注）上記平衡度は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．９で定義された測定系によるものである。

6.2　対地不平衡伝達減衰量

　入力ポートに駆動系を接続し出力ポートにて測定する対地不平衡伝達減衰量と挿入損失との差は、表６

－２／ＪＴ－Ｇ７１２に示す規格を満足すること。

表６－２／ＪＴ－Ｇ７１２　４線、２線アナログ－アナログチャネルにおける

（ITU-T G.712) 対地不平衡伝達減衰量

対地不平衡伝達減衰量と挿入損失の差

測定チャネル Ｚ ３００～

６００Hz

６００～

２４００Hz

２４００～

３４００Hz

４線（Ｅ４１in→Ｅ４２out／

Ｅ４２in→Ｅ４１out）

６００Ω ＞４６ｄＢ ＞４６ｄＢ ＞４１ｄＢ

２線（Ｅ２１in→Ｅ２２out／

Ｅ２２in→Ｅ２１out)

６００Ω ＞４０ｄＢ ＞４６ｄＢ ＞４１ｄＢ

　　（注）上記平衡度は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．９で定義された測定系によるものである。

７．伝送損失周波数特性

　伝送損失周波数特性は、図７－１／ＪＴ－Ｇ７１２、図７－２／ＪＴ－Ｇ７１２、図７－３／ＪＴ－Ｇ

７１２、図７－４／ＪＴ－Ｇ７１２に示す規格を満足すること。

　測定時の入力レベルは、－１０ｄＢｍ0 とする。
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図７－１／ＪＴ－Ｇ７１２　 (ITU-T G.712)

４線ポート（Ｅ４１in→Ｅ４２out またはＥ４２in→Ｅ４１out）

間のアナログ－アナログチャネルにおける伝送損失周波数特性

　（注）多リンクの接続を行う場合、２４００Hz～３０００Hz の規格を損失０．５ｄＢとする。

図７－２／ＪＴ－Ｇ７１２　 (ITU-T G.712)

２線ポート（Ｅ２１in→Ｅ２２out またはＥ２２in→Ｅ２１out）

間のアナログ－アナログチャネルにおける伝送損失周波数特性
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図７－３／ＪＴ－Ｇ７１２　 (ITU-T G.712)

４線アナログ－ディジタルチャネル（Ｅ４in→Ｔout またはＴin→Ｅ４out）

における伝送損失周波数特性

　（注）多リンクの接続を行なう場合、２４００Hz～３０００Hz の規格を損失０．２５dB とする。

図７－４／ＪＴ－Ｇ７１２　 (ITU-T G.712)

２線アナログ－ディジタルチャネル（Ｅ２in→Ｔout またはＴin→Ｅ２out)

における伝送損失周波数特性
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８．群遅延時間

8.1　絶対遅延時間

　群遅延時間が最小となる周波数での絶対遅延時間は、入力レベル－１０dBm0 で表８－１／ＪＴ－Ｇ７

１２のとおりとする。

　アナログ～ディジタル間の測定系ではクロスコネクトシステムによって更に遅延が加わるので、絶対遅

延時間はＡポート、Ｂポート分の値として規定する。これらは目標値とする。

表８－１／ＪＴ－Ｇ７１２　絶対遅延時間

（ITU-T G.712)

測　定　構　成 絶対遅延時間

４線アナログ→アナログ（E4１in →E4２out/E4２in →E4１out） ＜６００µS

２線アナログ→アナログ（E2１in →E2２out/E2２in →E2１out) ＜７５０µS

４線アナログ→ディジタル（E4in →Aout または Bout) ＜３６０µS (目標値)

ディジタル→４線アナログ（Ain または Bin →E4out) ＜２４０µS (目標値)

２線アナログ→ディジタル（E2in →Aout または Bout) ＜４５０µS (目標値)

ディジタル→２線アナログ（Ain または Bin →E2out) ＜３００µS (目標値)

8.2　群遅延歪周波数特性

　群遅延歪周波数特性は、入力レベル－１０dBm０にて図８－１／ＪＴ－Ｇ７１２、図８－２／ＪＴ－Ｇ

７１２、図８－３／ＪＴ－Ｇ７１２、図８－４／ＪＴ－Ｇ７１２に示す規定を満足するものとする。

図８－１／ＪＴ－Ｇ７１２　４線アナログ→４線アナログ間(E4１in→E4２out/E4２in→E4１out)

(ITU-T G.712) の群遅延歪周波数特性
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図８－２／ＪＴ－Ｇ７１２　２線アナログ→２線アナログ間(E2１in→E2２out/E2２in →E2１out)

(ITU-T G.712) の群遅延歪周波数特性

図８－３／ＪＴ－Ｇ７１２　４線アナログ→ディジタル間(E4in→Tout,Tin→E4out)

(ITU-T G.712) の群遅延歪周波数特性
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図８－４／ＪＴ－Ｇ７１２　２線アナログ→ディジタル間(E2in→Tout,Tin→E2out)

(ITU-T G.712) の群遅延歪周波数特性

９．無通話時雑音

9.1　評価雑音

　入出力ポートを公称インピーダンスで終端したチャネルの無通話時雑音規格を表９－１／ＪＴ－Ｇ７１２

に示す。

表９－１／ＪＴ－Ｇ７１２＊無通話時雑音規格（評価雑音）(ITU-T G.712)

終端ポート 測定ポート 評価雑音規格 注*

４線アナログ，E4１in/E4２in ４線アナログ，E4２out/E4１out ＜－６５dBm0ｐ

２線アナログ，E2１in/E2２in ２線アナログ，E2２out/E2１out ＜－６５dBm0ｐ

４線アナログ，E4in ディジタル,Tout ＜－６７dBm0ｐ １

ディジタル,Tin ４線アナログ，E4out ＜－７０dBm0ｐ ２

２線アナログ，E2in ディジタル,Tout ＜－６７dBm0ｐ １

ディジタル,Tin ２線アナログ，E2２out ＜－７０dBm0ｐ ２

　注１）符号化側における評価雑音である。

　注２）復号化側における評価雑音である。復号器出力値番号０に相当するＰＣＭ信号を入力し測定する。

9.2　単一周波数妨害

　単一周波数雑音（特に、４線アナログインタフェースＥ４out ポート、２線アナログインタフェースＥ

２out ポートにおけるｎ×８kHz ：１≦ｎ≦１５の周波数に対する）は－５０dBm0 以下とする。３００

Hz から３４００Hz の周波数における評価係数（表９－２／ＪＴ－Ｇ７１２）で重みづけされた単一周波

数雑音は－７３dBm0 以下とする。
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１０．帯域外入力信号の抑圧

10.1　アナログポートＥ４とＥ２における４６００Hz 以上の帯域外入力信号

　アナログ入力ポートに４６００Hz 以上、７２kHz 以下の－２５dBm0 の正弦波信号を加えた時、出力

ポートＥ又はＴポートで生じるいかなる折り返し周波数のレベルも－５０dBm0 以下とする。

10.2　２線アナログポートＥ２における３００Hz 以下の入力信号

　特に規格は定めない。

表９－２／ＪＴ－Ｇ７１２　電話回線のソフォメトリック評価係数と規格

(ITU-T O.41)

周波数

(Hz)

評価係数

(dB)

規格

(±dB)

  16.66

50

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

6000

－85.0

－63.0

－41.0

－21.0

－10.6

－ 6.3

－ 3.6

－ 2.0

－ 0.9

   0.0

＋ 0.6

＋ 1.0

   0.0

－ 0.9

－ 1.7

－ 2.4

－ 3.0

－ 4.2

－ 5.6

－ 8.5

－15.0

－25.0

－36.0

－43.0

－

2

2

2

1

1

1

1

1

0.0 (基準)

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

3

3

－

１１．帯域外出力信号の抑圧

　チャネルのディジタル入力ポート（Ｔin）またはアナログ入力ポート（Ｅ４in またはＥ２in) に、３０

０～３４００Hz、０dBm０の正弦波信号を加えた時、４線または２線アナログ出力ポート（Ｅ４out また

はＥ２out)で生ずるいかなる帯域外折り返しスプリアス信号のレベルも－２５dBm０以下とする。
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１２．帯域内スプリアス信号

　チャネルのアナログ入力ポート（Ｅ４１in/Ｅ４２in またはＥ２１in/Ｅ２２in)に、７００～１１００Hz、０

dBm0 の正弦波信号を加えた時、４線または２線アナログ出力（Ｅ４２out /Ｅ４１out またはＥ２２out/ Ｅ２１

out) で、３００～３４００Hz の周波数で測定された、試験信号以外のいかなる周波数の出力レベルも－

４０dBm0 以下とする。

１３．信号対総合雑音比

　チャネルの入力ポート（Ｅ４in、Ｅ２in またはＴin) に、公称１０２０Hz の正弦波信号を加えた時

（注）、出力ポート（Ｅ４out 、Ｅ２out またはＴout)の信号対総合雑音比（評価値）は、図１３－１／Ｊ

Ｔ－Ｇ７１２および図１３－２／ＪＴ－Ｇ７１２に示す規格を満足すること。

　（注）評価雑音の測定法については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．２２３参照。

図１３－１／ＪＴ－Ｇ７１２　アナログ→アナログチャネル（Ｅ４１in→Ｅ４２out/

(ITU-T G.712) Ｅ４２in→Ｅ４１out/およびＥ２１in→Ｅ２２out/

Ｅ２２in→Ｅ２１out）の信号対総合雑音比

図１３－２／ＪＴ－Ｇ７１２　アナログ→ディジタルチャネル（Ｅ４in→Ｔout 、

(ITU-T G.712) Ｔin→Ｅ４out 、Ｅ２in→Ｔout およびＴin→Ｅ２out)

の信号対総合雑音比
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１４．伝送損失レベル特性

　チャネルの入力ポート（Ｅ４in、Ｅ２in またはＴin) に－５５dBm0～＋３dBm0 間のレベルで公称１０

２０Hz の正弦波信号を加えた時、－１０dBm0 の入力レベルを基準としたチャネルの出力ポート（Ｅ４

out 、Ｅ２out またはＴout)の利得変動は図１４－１／ＪＴ－Ｇ７１２または図１４－２／ＪＴ－Ｇ７１２

に示す規定を満足すること。

図１４－１／ＪＴ－Ｇ７１２　アナログ→アナログチャネル（Ｅ４１in→Ｅ４２out/

 (ITU-T G.712) Ｅ４２in→Ｅ４１out およびＥ２１in→Ｅ２２out/

Ｅ２２in→Ｅ２１out) の伝送損失レベル特性
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図１４－２／ＪＴ－Ｇ７１２　アナログ→ディジタルチャネル（Ｅ４in→Ｔout 、Ｔin→Ｅ４out、

 (ITU-T G.712) Ｅ２in→Ｔout およびＴin→Ｅ２out)の伝送損失レベル特性

１５．漏話測定

15.1　概要

　漏話測定には図１５－１／ＪＴ－Ｇ７１２～図１５－７／ＪＴ－Ｇ７１２に示すように補助信号を用い

て行う。

　補助信号には以下の信号がある。

　１）無通話時信号

　　復号器出力値番号０に相当するＰＣＭ信号。

　２）低レベル信号

　　－３３～－４０dBm0 の正弦波信号。

15.2　装置対向の漏話測定

15.2.1　チャネル間遠端漏話（アナログ信号による測定）

　４線または２線アナログ入力ポート(Ｅ４１in/Ｅ４２in またはＥ２１in/Ｅ２２in )に公称周波数１０２０Hz、

レベル０dBm0 の正弦波を加えた時、他のチャネルアナログ出力ポート（Ｅ４２out/Ｅ４１out またはＥ２２

out/ Ｅ２１out）に生じる漏話レベルは、－６５dBm0 以下とする。

　測定系を図１５－１／ＪＴ－Ｇ７１２に示す。
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15.2.2　チャネル内漏話（４線アナログ信号による測定）

　４線アナログ入力ポート（Ｅ４in）に３００～３４００Hz、レベル０dBm0 の正弦波を加えた時、４線

アナログ出力ポート（Ｅ４out ）でチャネル内漏話レベルは、－６０dBm0 以下とする。

　測定系を図１５－１／ＪＴ－Ｇ７１２に示す。

15.3　装置単体の漏話測定

15.3.1　遠端漏話および近端漏話（アナログ信号による測定）

　チャネルの入力ポートに公称周波数１０２０Hz、レベル０dBm0 の正弦波を加えた時、他のチャネルに

生じる近端漏話レベルは、－７３dBm0 以下、遠端漏話レベルは、－７０dBm0 以下とする。

　測定系を図１５－２／ＪＴ－Ｇ７１２と図１５－３／ＪＴ－Ｇ７１２に示す。

15.3.2　チャネル内漏話（アナログ信号による測定）

　チャネル内漏話レベルは、入力点に周波数範囲３００～３４００Hz、レベル０dBm0 の正弦波を加えた

時、－６６dBm0 以下とする。

　測定系を図１５－４／ＪＴ－Ｇ７１２に示す。

15.3.3　遠端漏話および近端漏話（ディジタル信号による測定）

　復号器に公称周波数１０２０Hz、レベル０dBm0 の正弦波（ディジタル）を加えた時、他のチャネルに

生ずる近端漏話レベルは、－７０dBm0 以下、遠端漏話レベルは、－７３dBm0 以下とする。

　測定系を図１５－５／ＪＴ－Ｇ７１２、図１５－６／ＪＴ－Ｇ７１２に示す。
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15.3.4　チャネル内漏話（ディジタル信号による測定）

　復号器に３００Hz～３４００Hz、０dBm0 の正弦波（ディジタル）を加えた時、チャネル内漏話は

－６６dBm0 以下とする。

　測定系を図１５－７／ＪＴ－Ｇ７１２に示す。

図１５－１／ＪＴ－Ｇ７１２　２チャネル間漏話測定

(ITU-T G.712)
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図１５－２／ＪＴ－Ｇ７１２　異チャネル間での４線ポート（Ｅ４）漏話測定

(ITU-T G.712) （アナログ信号による）

～

０dBm0

ディジタル信号アナログ信号

低レベル信号

遠端漏話レベル

ＮＥＸＴ 無通話時信号

Ａ
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Ｄ
Ａ

Ａ
 Ｄ
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図１５－３／ＪＴ－Ｇ７１２　異チャネル間での２線ポート（Ｅ２）漏話測定

(ITU-T G.712) （アナログ信号による）

図１５－４／ＪＴ－Ｇ７１２　４線ポート（Ｅ４）同一チャネル内漏話測定

(ITU-T G.712) （アナログ信号による）
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図１５－５／ＪＴ－Ｇ７１２　異チャネル間での４線ポート（Ｅ４）漏話測定

(ITU-T G.712) （ディジタル信号による）
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図１５－６／ＪＴ－Ｇ７１２　異チャネル間での２線ポート（Ｅ２）漏話測定

(ITU-T G.712) （ディジタル信号による）

図１５－７／ＪＴ－Ｇ７１２　異チャネル間での４線ポート（Ｅ４）漏話測定

(ITU-T G.712) （ディジタル信号による）
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１６．シグナリングからの妨害

16.1　４線アナログチャネル間の妨害

　測定するチャネル以外のすべてのチャネルに１０Hz、デューティ５０％のシグナリングが同時に入力し

た状態で、測定チャネルに対するシグナリングからの妨害の規格は－６０dBm0p 以下とする。

16.2　２線アナログチャネル間の妨害

　測定するチャネル以外のすべてのチャネルに１０Hz、デューティ５０％のシグナリングが同時に入力し

た状態で、測定チャネルに対するシグナリングからの妨害の規格は－５０dBm0p 以下とする。

16.3　４線アナログチャネルとディジタルチャネルとの妨害

　これらの妨害測定には、図１６－１／ＪＴ－Ｇ７１２に示すように４通りの方法がある。

　いずれの場合にも、測定するチャネル以外のすべてのチャネルに１０Hz、デューティ５０％のシグナリ

ングが同時に入力した状態で、測定チャネルに対するシグナリングからの妨害の規格は－６３dBm0p 以

下とする。

16.4　２線アナログチャネルとディジタルチャネルとの妨害

　これらの妨害測定には、図１６－１（ａ）および（ｂ）／ＪＴ－Ｇ７１２に示すように２通りの方法が

ある。

　いずれの場合にも、測定するチャネル以外のすべてのチャネルに１０Hz、デューティ５０％のシグナリ

ングが同時に入力した状態で、測定チャネルに対するシグナリングからの妨害の規格はＸdBm0p 以下と

する。

注：Ｘの値は検討中。
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図１６－１／ＪＴ－Ｇ７１２＊　シグナリング妨害雑音の測定

(ITU-T G.712)

１７．２線アナログポートにおけるエコーと安定性

　２線アナログポートにおけるエコーと安定性の規格については今後の検討課題とする。
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